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学習指導要領 新宿高校 学力スタンダード 
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ア 式と証明 

(ｱ) 整式の乗法・除法，分数式の計算 

三次の乗法公式及び因数分解の公式を理解し，

それらを用いて式の展開や因数分解をすること。

また，整式の除法や分数式の四則計算について理

解し，簡単な場合について計算をすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・３次の式の展開や、因数分解ができる。 

 

(例1) 次の式を展開せよ。 

    ( )312 −xy  

(例2) 次の式を因数分解せよ。 

   

66 ba −  

 

 

・整式の除法の考え方を応用できる。 

 

(例) 整式 1223 +−+ xxx を整式B で割ると、 

商が 1−x 、余りが 23 −x である。 

B を求めよ。 

 

 

・二項定理の考え方を活用できる。 

 

(例1) ( )72 yx − の展開式における

34yx の係数を 

求めよ。 

(例2) ( )7cba ++ の展開式における

223 cba の項 

の係数を求めよ。 

(例3)  二項定理を用いて、次の等式を導け。 

 ( ) 01210 =−+⋅⋅⋅⋅−+− nn
n

nnn CCCC  

 

 

・分数式の計算ができる。 

(例) 次の式を簡単にせよ。 

a

1
1

1
1

1

−
−
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(ｲ) 等式と不等式の証明 

等式や不等式が成り立つことを，それらの基本

的な性質や実数の性質などを用いて証明するこ

と。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・恒等式を利用できる。 

(例) 次の等式がx についての恒等式となるように、 

定数 ba、 の値を求め、部分分数せよ。 

    ( )( ) 312312

53

+
+

−
=

+−
−

x

b

x

a

xx

x
 

 

 

・等式や不等式の証明ができる。 

(例 1) 次の等式を証明せよ。 

( )( ) ( ) ( )222222 bxaybyaxyxba −++=++  

(例2) 不等式 cabcabcba ++++ ≧

222
を証明 

せよ。 

また、等号が成り立つのはどのようなときか。 

(例3) 00 ＞、＞ ba のとき、次の不等式が成り立つ 

ことを証明せよ。 

    baba ++ ＞  

(例4) 00 ＞、＞ ba のとき、次の不等式が成り立つ 

ことを証明せよ。 

また、等号が成り立つのはどのようなときか。 

8
16

≧

a
a +  

 

 

・不等式を最大・最小問題へ活用できる・ 

(例) 2＞x のとき、

2

1

−
+

x
x の最小値を求めよ。 

 

 

 

 

・やや複雑な条件つきの等式の証明ができる。 

(例) 0=++ cba  のとき，次の等式を証明せよ。 

( ) 03)()( =++++++ abcaccacbbcbaab  
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イ 高次方程式 

(ｱ) 複素数と二次方程式 

数を複素数まで拡張する意義を理解し，複素数

の四則計算をすること。また，二次方程式の解の

種類の判別及び解と係数の関係について理解する

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 因数定理と高次方程式 

因数定理について理解し，簡単な高次方程式の

解を因数定理などを用いて求めること。 

 

 

 

 

 

 

・複素数の四則計算ができたり、複素数の相等を利用し

た計算ができる。 

 

(例1) 次の計算をせよ 

 ( ) ( )ii +−− 534  

 ( )( )ii 231 ++  

i

i

21

3

−
−

 

5

3

−
 

 94 −+−  

( )31 i+  

 

i
iiii

1432 ++++  

(例 2) 次の等式をみたす実数 x 、 y を求めよ。 

    ( )( ) iyixi 311 +=−+  

 

・２次方程式の解や解の判別を他の問題に利用できる。 

(例1) 2次方程式 ( ) 0412 =+−−+ mxmx が異 

なる２つの虚数解をもつように、定数m の値 

の範囲を求めよ 

(例2) 2次方程式 0532 2 =+− xx の 2つの解を 

βα、 とするとき、 12 −α 、 12 −β を解とする 

2次方程式を作れ。 

 

 

・因数定理の考え方を活用できる。 

 

(例１) 3次方程式 03 23 =++− baxxx が、 i31+  

を解に持つとき、実数の定数 ba、 の値を求めよ。

また、他の解を求めよ。 

(例2) 3次方程式 04 23 =+++ baxxx が、－３と１ 

を解にもつとき、定数 ba、 の値を求めよ。 

また他の解を求めよ。 
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・高次方程式を解くことができる。 

(例1) 次の方程式を解きなさい。 

 01224 =−+ xx  

 0424 =++ xx  

014 =−x  

0143 23 =+−− xxx  

  

(例2) １の3乗根のうち、虚数であるものの1つをω  

とするとき、次の値を求めよ。 

 

2
2 1

ω
ω +  

 

・やや複雑な高次方程式を解くことができる。 

(例) 
x

xt
1+=  とおいて、 

    02992 234 =+−−− xxxx  

を解きなさい。 

 

・3次方程式の解と係数の関係を利用できる。 

(例) 3次方程式 0533 =+− xx の 3つの解を 

γ,,βα とするとき、

333
＋γβα + ， 

２

＋γ

22 βα + の値を求めよ。 
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(2) 

図

形

と

方

程
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ア 直線と円 

(ｱ) 点と直線 

座標を用いて，平面上の線分を内分する点，外

分する点の位置や二点間の距離を表すこと。また，

座標平面上の直線を方程式で表し，それを二直線

の位置関係などの考察に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・座標平面上の２点間の距離の公式を用いて，正三角形

の２頂点の座標から第３の頂点の座標を求めることがで

きる。 

(例) A(3，2) ，B(-1，0)，C を頂点とする三角形

が正三角形となるとき，点C の座標を求めよ。 

 

・座標を利用して図形の性質を証明できる。 

(例) △ABCの辺BCの中点をMとすると 

)BM2(AMACAB 2222 +=+  

であることを証明せよ。 

 

・線分を内分する点や外分する点の座標，また三角形の

重心の座標を求めることにより，図形の性質を考察で

きる。 

(例) △ABCにおいて辺AB，BC，CAを 3:2に内分

する点をそれぞれP，Q，Rとするとき，△ABCと

△PQRの重心は一致することを証明せよ。 

 

・二直線の垂直条件を利用して、三角形の性質について 

考察できる。 

(例)△ABCの 3つの頂点から，それぞれの対辺に下し

た垂線AL，BM，CN は 1点で交わることを証明せよ。 

 

・二直線の交点を通る直線について考察できる。 

(例)2 直線 052 =+− yx ， 0123 =−+ yx の交点を

通り，点 )9,3( − を通る直線の方程式を求めよ。 

 

・点と直線の距離を求めることにより，三角形の面積を 

求めることができる。 

(例) ３点A(-2，-1)，B(1，5)，C(3,2)を頂点とする 

△ABCの面積を求めよ。 

 

・ 022 =++++ nmyxyx l が表す図形について考察

できる。 

(例) 方程式  0542 222 =+−+−++ kkkykxyx  

が円を表すような定数k の値の範囲を求めよ。 
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イ 軌跡と領域 

軌跡について理解し，簡単な場合について軌跡

を求めること。また，簡単な場合について，不等

式の表す領域を求めたり領域を不等式で表したり

すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二つの円の交点を通る直線や円の方程式を求めること

ができる。 

(例)２つの 円 0122 =−+ yx と 

034422 =+−++ yxyx について 

次の問いに答えよ。 

① この２つの円が２点を共有することを示せ。 

② この２つの円の交点を通る直線の方程式を求め

よ。 

③ この２つの円の交点を通り，原点を通る円の方程

式を求めよ。 

 

 

・中心が原点ではない円について,その円周上の点におけ

る接線の方程式について考察できる。 

(例) 円 25)1()2( 22 =−+− yx 上の点Ｐ(6, 4)におけ

る接線の方程式を求めよ。 

 

 

・定数k の値によって動く放物線の頂点の軌跡を求める

ことができる。 

(例) 放物線 kkxxy ++= 22
がx 軸と異なる 2 点で交

わるように，定数k の値が変化するとき，この放物

線の頂点Pの軌跡を求めよ。 

 

 

・連立不等式の表す領域を点 ),( yx が動くとき， yx, の 

一次式 byax + のとる範囲について考察できる。 

(例) 次の連立不等式の表す領域を D とすると

き，D 

を図示せよ。また，点 ),( yx がこの領域を動

くとき yx 32 + の最大値と最小値を求め

よ。 













+
+

0

0

62

62

≧

≧

≦

≦

y

x

yx

yx
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(3) 

指

数

関

数 

・ 

対

数

関

数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 指数関数 

(ｱ) 指数の拡張 

指数を正の整数から有理数へ拡張する意義を理

解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・指数が有理数の範囲にまで拡張されることについて理

解し、指数法則を活用して四則計算ができる。 

 

(例) 次の計算をせよ。  

(1) 

3 27  

(2) 

54 25125×  

(3) 

33 19224 +  

(4) ( ) ( ) ( ) 2

3
42223 −−− ×÷ abbaba  

 

 

・指数表示と累乗根表示が混在した数の大小を、適切に

変形し求めることが出来る。 

(例) 次の数の大小関係を、不等号<を用いて表せ。 

(1) 

3 6 ，

4 7 ，

6 10  

(2) 

2

1
，

4

8

1
，

7

16

1
 

 

 

・指数関数

xay = のグラフの特徴を踏まえ、 

qay px += −
の形の指数関数のグラフを扱うことが出

来る。 

(例) 

xy 3= のグラフを用いて、 23 1 −= +xy のグラフ

をかけ。 

 

 

・ ta x = の変数の置き換えを用いて、指数方程式や指数

不等式を解くことが出来る。 

(例) 次の方程式、不等式を解け。 

(1) 0221742 1 =+⋅−⋅ + xx
 

(2) 09389 <−⋅− xx
 

 

 

 



教科：数  学 科目：数学Ⅱ                        作成様式                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 対数関数とそのグラフ 

対数関数とそのグラフの特徴について理解し，そ

れらを事象の考察に活用すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・状況に応じた変数変換を行って、複雑な指数方程式や

指数不等式を解くことが出来る。 

 

(例) 連立方程式







=−

=+
++

+

3732

1732
23

1

yx

yx

を解け。 

 

 

・対数の性質を用いて、様々な計算を行うことが出来る。 

(例1) a=2log10 ， b=3log10 とするとき、 

45log12 の値を ba, を用いて表せ。 

(例2) 

7log48  の値を求めよ。 

 

 

 

・指数関数のグラフと対数関数のグラフの関係について

理解する。 

(例) 

xy 2= のグラフを直線 xy = について対称移動

し、 x 軸方向に1， y 軸方向に3平行移動したグラフ

となる対数関数を求めよ。 

 

 

 

・状況に応じた変数変換を行って、複雑な対数関数の特

徴を求められる。 

(例) 8
16

1 ≤≤ x のとき、 

( )( )xxy 8loglog 42= の最大値、最小値を求めよ。 

 

 

・真数条件に留意して、２つ以上の対数を含む対数方程

式、対数不等式を解くことができる。 

(例) 次の方程式、不等式を解け 

(1) ( ) ( ) 53log1log 22 =++− xx  

(2) ( ) 23loglog 22 <−+ xx  
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・常用対数を用いて、自然数の桁数などを求められる。 

(例1) 

502 は何桁の数か？  

ただし、 3010.02log10 = とする。 

(例2) 

40

3

1








は小数第何位に初めて0でない数が 

現れるか。ただし、 4771.03log10 = とする。 

 

 

・複雑な対数方程式や対数不等式を解くことができる 

(例) 次の方程式、不等式を解け 

(1) 22log3log2 −= xx  

(2) 23log8log3 <− xx  

 

 

・常用対数を活用できる。 

(例) 

506 は何桁の数か。また、最高位の数は何か。  

ただし、 3010.02log10 = 、 4771.03log10 = とする。 
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(4) 

三

角

関

数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 角の拡張 

角の概念を一般角まで拡張する意義や弧度法に

よる角度の表し方について理解すること。 

 

 

 

 

イ 三角関数 

（ア） 三角関数とそのグラフ 

 三角関数とそのグラフの特徴について理解する

こと。 

 

 

 

(イ)  三角関数の基本的な性質 

 三角関数について，相互関係などの基本的な性

質を理解すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・扇形の面積や周の長さを多面的に考察できる。 

(例1) 半径1ｃｍ，弧の長さ2ｃｍの扇形の中心角は 

何ラジアンか。また，扇形の面積を求めよ。 

(例2) 半径が6ｃｍと2ｃｍで，中心角の距離が 

8ｃｍである2つの円がある。この2つの円の外側 

にひもをひとまわりかけるとき，その長さを求めよ。 

 

・三角関数のグラフをかくことができる。 

(例) 






 −=
3

2cos2
πθy のグラフをかけ。また，その

周期を答えよ。 

 

 

・対称式を活用して，式の値を求めることができる。 

(例) 

2

1
cossin =+ θθ  のとき，次の式の値を求めよ。 

 (1) 

θ
θ

tan

1
tan +  

 (2) 
θ

θ
3

3

tan

1
tan +  

 

 

・式変形などを活用して，三角関数を含む方程式，不等

式の解を求めたり，三角関数の最大や最小について考察

できる。 

(例 1) πθ 20 <≤  のとき，次の方程式，不等式を解

け。 

(1) 
2

3

3
sin −=







 − πθ  

(2) 
2

3

3
cos −<







 − πθ  

(例 2) 次の関数の最大値，最小値があれば，それを求

めよ。また，そのときのθの値を求めよ。 

(1) 






 +=
3

sin
πθy  ( )πθ ≤≤0  

(2) 1cossin2 ++= θθy  ( )πθ 20 <≤  
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ウ 三角関数の加法定理 

 三角関数の加法定理を理解し，それを用いて 

2倍角の公式を導くこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・加法定理を理解し，様々な問題を多面的に考察できる。 

(例1) 次の等式を証明せよ。 

( ) ( ) ββααβαβα cossincossinsincos −=−+  

(例2) α，β，γは鋭角， 2tan =α ， 5tan =β ， 

8tan =γ  のとき，α+β+γ を求めよ。 

(例 3)  
2

1
sinsin =− βα ，

3

1
coscos =+ βα   

のとき， ( )βα +cos  の値を求めよ。 

(例 4) 
22

ππ ≤≤− x  とする。 

関数 xxy 2cossin2 −=  の最大値と最小値と， 

そのときのx の値を求めよ。 

 

 

・三角関数の合成を用いて，最大値や最小値を求めるこ

とができる。 

(例) π20 <≤ x  のとき， 

次の関数の最大値と最小値と，そのときのx の値を 

求めよ。 

 (1) xxxxy 22 cos3cossin32sin ++=  

 (2) ( ) 1cossin2cossin2 +++= xxxxy  
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(5) 

微

分 

・ 

積

分

の

考

え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 微分の考え 

(ｱ) 微分係数と導関数 

微分係数や導関数の意味について理解し，関数

の定数倍，和及び差の導関数を求める 

こと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｲ) 導関数の応用 

導関数を用いて関数の値の増減や極大・極小を

調べ，グラフの概形をかくこと。また，微分の考

えを事象の考察に活用すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・瞬間の速さなどの具体的な事象の考察において， 

平均変化率や極限の考えを利用して考察することが 

できる。 

(例) 真下に落下する物体のt 秒後の落下距離 )(th m 

は

29.4)( tth = で表される。 

このとき，次の問に答えよ。 

(1) 3秒後から h+3 秒後までの平均の速さを求めよ。 

(2) 3秒後の瞬間の速さを求めなさい。 

 

 

・様々な関数について，定義にしたがって，導関数を 

求めることができる。 

(例) 次の等式を証明せよ。 

34 4)'( xx =      

 

・

1)'( −= nn nxx の証明を理解することができる。 

  

・2曲線が交わらない場合の共通接線を求めたり， 

2曲線が接するための条件を理解することができる。 

(例) 2つの放物線  2xy =  と 562 −+−= xxy  

 の共通接線の方程式を求めよ。 

 

 

・２次や３次の関数について，区間が文字を使って 

表されている場合について最大値や最小値を考察する 

ことができる。 

(例) 0>a とする。 

関数

2)3( −= xxy の ax ≤≤0 における最大値 

を求めよ。 

 

・具体的な事象の考察を微分の考え方を用いてできる。 

(例) 半径が3の球に内接する直円錐のうちで， 

体積が最も大きいものの底面の半径，高さ，および 

そのときの体積を求めよ。 
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 積分の考え 

(ｱ) 不定積分と定積分 

不定積分及び定積分の意味について理解し，関数

の定数倍，和及び差の不定積分や定積分を求める

こと 

 

(ｲ) 面積 

定積分を用いて直線や関数のグラフで囲まれた

図形の面積を求めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・3次関数の極値をもつ条件や極値をもたない条件 

について理解できる。 

(例) 関数 1)( 23 +++= xaxxxf が極値をもたない 

ための必要十分条件を答えよ。 

 

・定数項に文字定数を含む３次方程式の実数解の個数 

について，曲線と直線の共有点を考えることによって 

考察できる。 

(例) 3次方程式 033 =+− kxx が，異なる実数解 

を 2個もつように，定数k の値を定めよ。 

 

・4次までの関数において，増減や極値を調べ， 

グラフの概形をかくことができる。 

(例) 関数 ２xxy 24 +−=  極値を求め，そのグラフ 

を書きなさい。 

 

・定積分の値が定数になることを利用して，積分方 

程式を解くことができる。 

(例) 等式 ∫+=
1

0

2 )(2)( dttfxxf を満たす関数 )(xf  

 を求めよ。 

 

・区分求積法の考えに基づき，定積分の値が面積を 

表すことを直感的に理解できる。 

 

・例えば、放物線や直線の共有点から共有点まで 

定積分するといった様々な場面において， 

3)(
6

1
))(( αββα

β

α
−−=−−∫ dxxx  

が利用できる。 

 

・絶対値を含む関数や３次関数といった様々な関数 

ついても，それらのグラフで囲まれた部分の面積を 

求めることができる。 

(例) 関数 |1| 2 −= xy ，x 軸，直線 1−=x ， 2=x  

 で囲まれた図形の面積を求めよ。 


